
 

 

 

 

 

込められたメッセージ 
                                                校長 鈴木 華奈子 

「これはだれでしょう？」朝会でこどもたちに聞きます。 

ふっくらとした男の人がマントをつけて空を飛んでいる絵を見て、子どもたち

は首をかしげます。 

「じゃあ、これは？」「あ、知ってる！」口々にあるアニメの主人公の名前をあ

げます。1969年に生まれたこの主人公は、少しずつ姿を変え、絵本、アニメに

登場するようになります。他のヒーローのように誰かをやっつけて街を壊した

りすることはなく、飢える人に自分の顔を差し出し助けるこの主人公。作者 やなせたかし さん

は、「子どもたちは、好きになってくれるでしょうか」と絵本のあとがきで書いています。当初絵本

は大人たちからは批判されましたが、子どもたちからは愛され、アニメも人気を集めるようになりま

した。 

 この主人公・物語で、作者 やなせたかしさんが 「伝えた

い大切なことは、なんだろう？」と、絵本のあとがきやアニメ

の主題歌やから子どもたちと考えました。子どもたちからは

「もっと歌を聞きたい。もっと考えたい。」の声があがりまし

た。 

 子どもたちは「一人一人を大切にするために」をテーマに、

児童朝会で自分たちの取組を発表しています。この「一人一人

を大切にするために」子どもたちが語った思いや伝えたい言葉と、アニメの主題歌や絵本のあとがき

に込められた「作者が伝えたい大切なこと」とが重なって見えました。 

子どもたちが大好きな主人公は、“かっこいい”だけのヒーローではなく、ほんとうに困っている

ことに対しみんなのために勇気をもって進んでいきます。これからも「一人一人を大切に」する勇気

を子どもたちに与えてくれるものと思います。 

♪なんのためにうまれて、なにをしていきるのか…♪ 込められたメッセージ、考え続けていきたい

です。 

※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ 

【熱中症の防止対策についてお願い】 

水筒の持参、登下校での帽子の着用等についてご協力をいただき感謝申し上げます。 

学校では、エアコンの適切な運用、及び、熱中症指数計での屋外・屋内の状況把握とガイドラインに沿った活

動調整の取組を、児童の安全安心を確保するために行っております。 

ネッククーラー等首回りの装具の取り扱いについてご留意いただきたくお知らせします。 

首周りの事故を防止する観点から、校内ではネッククーラー等の着用は控え、カバンに片付けておくよう指導

しております。また、登下校中については、手に持って振り回したり、人のものに触れたりすることのないよう

子どもたちに伝えてあります。首周り等に巻き付けるもの、手で持ち歩くものは、その取扱いを誤ると大きな事

故を招く危険があります。ご家庭でも事故防止の観点からお子さんにお話しいただくとともに、改めて使用等に

ついてもご検討くださいますようお願い申し上げます。 
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大発見！佐渡の魅力と笑顔あふれる修学旅行  
 

６学年担任  

 
６月 12日（木）・13日（金）に、佐渡に修学旅行に行きました。１年生が

願いを込めて作ってくれたお守りを持って出発。天候に恵まれ、ジェットフ
ォイルであっという間に佐渡に到着し、２日間の旅がスタートしました。 
 佐渡１日目は、「トキの森公園」「太鼓」「たらい舟」「西三川ゴールドパー
ク」です。まず、船を降りて最初に向かったのは、トキに会えるトキの森公
園。トキを間近で見ることができました。太鼓体験では、他の小学校の６年
生と合同で活動することになりました。見たこともないくらい大きな太鼓と
大きなバチに驚き、そこから出る重厚感のある音に魅了されました。その後、
たらい舟に乗り、一人一人が操舵しました。思うように進めず苦労している
子どもがいる一方、コツをつかみ、すいすいと進むことができた子どももい
ました。西三川ゴールドパークでは、夢中になって砂金採りをしました。と
った砂金はケースに入れて持ち帰りました。これも佐渡のお土産の一つにな
りました。宿泊先の八幡館では、広いお風呂でくつろぎ、食事は海鮮がたく
さん出て、佐渡ならではの食材を堪能しました。 
佐渡２日目は、「きらりうむ佐渡」「北沢浮遊選鉱場」「佐渡金山」と、佐渡

金銀山に特化した日程です。きらりうむ佐渡では、佐渡金銀山全体の価値を
映像やプロジェクションマッピング、資料等で学ぶことができました。その
後、東洋一の浮遊選鉱場跡や徳川幕府３００年の財政を支えた金銀山跡を巡
り、江戸時代から近代までの歴史を肌で感じることができました。 
青くて穏やかな海や佐渡の自然、歴史文化をたくさん学び楽しんだ２日間

でした。また、いろいろな場面でのあいさつや司会、感想発表など、全員が
役割をもって臨んだ修学旅行は、子どもたちを大きく成長させてくれました。 
 
 

 笑顔と「ありがとう」がいっぱいの学校へ ～いじめ見逃しゼロの取組～  
 

生活指導主任  
 
６月は、いじめ見逃しゼロ強調月間でした。本校では、この期間にいじめアンケートや教育相談な

ど実態をつかむ取組の他に、いじめの未然防止の観点からもさまざまな取組を行いました。特に、一
人一人を大切にする学年１取組では、各学年でいじめを生まないために、日頃からどんな活動をして
いけばよいのかを考え、一年間を通してする活動を話し合い、実施しています。ふわふわ言葉を使
う、だれとでも挨拶をする、友達の良いところを伝え合う、優しい言い方をする、声を掛け合ったり
助け合ったりする、相手の気持ちを考え相手の立場に立って行動をするなど、学年の発達段階に応じ
た内容で取り組んでいます。活動の様子は、体育館入り口に掲示されていますので、来校の際はご覧
ください。 
また、６月の児童朝会では、「いじめ見逃しゼロスクール集会」を行いました。各学年の取組を全

校に紹介してもらい、その後、生活向上委員会の掛け声で、いじめ見逃しゼロ宣言をしました。みん
なでいじめのない学校を作っていこうという気持ちを高めました。なかよしあすなろ班のみんなで力
を合わせるゲームも行い、声を掛け合って楽しみました。 
さらに、年間を通して異学年交流で感じたペアへの感謝の思いや良いと思った姿などをその都度カ

ードに書き、言葉と気持ちを伝えながら交換していきます。それを各教室前に木に掲示してある「あ
すなろの木」に貼り、温かい気持ちで木を大きくしていきます。 
全校で、いじめを許さない・いじめを見逃さないという意識をもって、みんなが笑顔で過ごせる燕

東小にしていきます。毎日の仲間との関わりを大切にしていじめを生まないようにし、仮にいじめが
起きたとしても、即時対応に全職員で努めていきます。何か気になること、ご心配なことがありまし
たら、いつでもお知らせください。 


